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☆
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
対
応
が

必
要
で
す
。 

 

平
成
三
十
年
四
月
の
本
格
的
な
無
期
転

換
申
込
み
権
の
発
生
が
見
込
ま
れ
る
ま
で

残
り
一
年
余
り
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十

五
年
四
月
の
労
働
契
約
法
の
改
正
に
つ
き

ま
し
て
は
、
み
ず
き
新
聞
平
成
二
十
五
年
一

月
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
確
認
の
為
、

再
度
抜
粋
掲
載
で
す
。 

 

同
一
の
会
社
と
有
期
雇
用
契
約
の
従
業

員
の
間
で
、
有
期
労
働
契
約
が
通
算
で
五
年

を
超
え
て
反
復
更
新
さ
れ
た
場
合
、
従
業
員

か
ら
の
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
、
会
社
は
申
し

込
み
時
の
有
期
労
働
契
約
が
終
わ
る
日
の

翌
日
か
ら
従
業
員
を
無
期
労
働
契
約
に
転

換
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。（
以
下
「
無

期
転
換
ル
ー
ル
」
）
た
だ
し
、
五
年
の
カ
ウ

ン
ト
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
無
期
転
換
の
申
込
み
を
す
る
か

し
な
い
か
は
、
従
業
員
が
自
由
に
決
め
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
適
用

を
逃
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
ル
ー
ル

が
適
用
さ
れ
る
前
に
雇
い
止
め
を
行
う
こ

と
は
法
の
趣
旨
か
ら
望
ま
し
く
な
く
、
雇
い

止
め
の
法
理
に
基
づ
き
、
無
効
と
判
断
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
年
度
以
降
の
労
働

契
約
更
新
の
際
か
ら
、
慎
重
な
対
応
が
必
要

で
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
、
専
門
的

知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
等
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
有
期
雇
用
特

別
措
置
法
」
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
有
期
雇
用
特
別
措
置
法
に
よ
り
、 

①
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労 

働
者
（
以
下
「
高
度
専
門
職
」
） 

 
 

②
定
年
に
達
し
た
後
、
引
き
続
い
て
雇
用
さ

れ
る
有
期
雇
用
労
働
者
（
以
下
「
継
続
雇

用
の
高
齢
者
」
） 

に
つ
い
て
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
雇
用
管
理

に
関
す
る
特
別
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
場

合
に
、
無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
す
る
ま
で

の
期
間
に
関
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

〇
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！ 

 

 

特
例
に
よ
っ
て
、
継
続
雇
用
の
高
齢
者
に

つ
い
て
、
無
期
労
働
契
約
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

有
期
雇
用
特
例
の
適
用
を
希
望
す
る
事

業
主
が
、
事
前
に
「
第
二
種
計
画
認
定
・
変

更
申
請
書
」
を
作
成
し
て
、
都
道
府
県
労
働

局
に
提
出
し
、
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
定
を
受

け
る
と
、
定
年
に
達
し
た
後
、
同
じ
事
業
主

に
引
き
続
い
て
雇
用
さ
れ
る
期
間
は
、
継
続

雇
用
の
高
齢
者
に
無
期
転
換
申
込
権
が
発

生
し
ま
せ
ん
。
詳
細
は
次
号
で
解
説
し
ま
す
。 

 

☆
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
十

年
に
短
縮
さ
れ
ま
す 

 

こ
れ
ま
で
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
国
民
年
金
の

保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算
し
た
資
格

期
間
が
原
則
と
し
て
二
十
五
年
以
上
必
要

で
し
た
。
平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
は
、

資
格
期
間
が
十
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
時
点
で
資
格

期
間
十
年
以
上
二
十
五
年
未
満
に
該
当
さ

れ
る
方
に
は
、
平
成
二
十
九
年
二
月
下
旬
か

ら
七
月
下
旬
ま
で
に
順
次
ご
本
人
宛
に
年

金
請
求
書
（
短
縮
用
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
時
点
で
資
格
期

間
が
十
年
未
満
の
六
十
歳
以
上
の
方
に
つ

い
て
も
、
任
意
加
入
制
度
や
後
納
制
度
等
の

救
済
処
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
年
金

を
受
け
取
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。 

従
業
員
の
方
か
ら
ご
相
談
さ
れ
ま
し
た

ら
、
み
ず
き
で
手
続
き
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

        

       

       

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

☆
職
場
意
識
改
善
助
成
金
（
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
導
入
コ
ー
ス
） 

 

従
業
員
の
過
重
労
働
の
防
止
や
長
時
間

労
働
抑
制
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ニ
ッ

ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
勤

務
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
自
発
的
導
入
を

促
進
す
る
た
め
に
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

の
導
入
に
取
り
組
ん
だ
際
に
、
そ
の
実
施
に

要
し
た
経
費
の
一
部
を
支
給
す
る
助
成
金

制
度
が
平
成
二
十
九
年
四
月
に
創
設
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

 

事
業
主
が
事
業
実
施
計
画
に
お
い
て
指

定
し
た
す
べ
て
の
事
業
場
に
お
い
て
、
休
息

時
間
数
が
「
九
時
間
以
上
十
一
時
間
未
満
」

又
は
「
十
一
時
間
以
上
」
の
勤
務
間
イ
ン
タ

ー
バ
ル
を
導
入
す
る
こ
と
を
目
標
に
就
業

規
則
の
改
正
等
の
助
成
対
象
の
取
組
み
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
組
の
実
施
に
要

し
た
経
費
の
四
分
の
三
を
成
果
目
標
の
達

成
状
況
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
新
規

導
入
・
休
息
時
間
数
十
一
時
間
以
上
達
成
で

助
成
額
の
上
限
は
五
十
万
円
で
す
。
） 

 

就
業
規
則
を
見
直
す
際
に
、
勤
務
間
の
イ

ン
タ
ー
バ
ル
を
導
入
す
る
と
助
成
金
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
勤
務
間
イ
ン
タ

ー
バ
ル
導
入
を
検
討
さ
れ
る
際
に
は
、
み
ず

き
に
て
代
行
申
請
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
下
さ
い
。 

<

水
野
の
コ
ラ
ム>

 

 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。 

 

や
っ
と
日
射
し
に
春
の
明
る
さ
と
暖
か
さ
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
、

思
い
の
他
寒
か
っ
た
で
す
ね
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流

行
し
ま
し
た
が
、
皆
様
は
大
丈
夫
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。 

 

最
近
、
少
し
だ
け
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
「
３
ミ
リ
コ
ン
ト
」
。
ご
存
知
で
す
か
？ 

中
日

新
聞
の
夕
刊
に
土
・
日
以
外
は
毎
日
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
聞
の
見
出
し
を
元
に
三
行
の
コ
ン
ト

を
作
り
ま
す
。
読
売
新
聞
は
「
三
行
コ
ン
ト
」
と
い

う
名
前
で
、
同
じ
よ
う
な
内
容
の
掲
載
を
し
て
い

ま
す
。
両
紙
共
、
読
者
が
投
稿
を
し
て
、
選
ば
れ

た
作
品
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。 

 

興
味
を
持
っ
た
理
由
は
、
自
宅
の
近
く
の
居
酒

屋
の
常
連
さ
ん
の
お
話
で
す
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
選
ば

れ
て
作
品
が
の
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。
そ
の
作
品
が

こ
ち
ら
で
す
。
一
行
目
は
新
聞
の
見
出
し
そ
の
ま

ま
で
す
。 

「
た
か
じ
ん
さ
ん
遺
産
二
億
円
大
阪
市
に
寄
付 

 

や
っ
ぱ
好
き
や
ね
ん 

 

一
大
阪
市
民
」 

 

こ
の
常
連
さ
ん
は
暖
か
み
の
あ
る
良
い
作
品
を
た

く
さ
ん
作
り
ま
す
。
私
達
は
こ
の
人
の
こ
と
を
「
お 

師
匠
さ
ん
」
と
呼
ん
で
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
鋭
い
風

刺
と
皮
肉
、
辛
口
と
ユ
ー
モ
ア
、
あ
そ
び
心
に
あ
ふ

れ
た
作
品
は
、
ウ
ー
ム
と
う
な
さ
れ
る
も
の
ば
か
り

で
す
。 

 

友
達
は
、
初
め
て
応
募
し
た
作
品
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
ゼ
ロ
。
私
と
主
人
も
五
回
位

出
し
ま
し
た
が
撃
沈
で
し
た
。
落
語
の
オ
チ
の
よ

う
な
か
ん
ど
こ
ろ
、
ひ
と
ひ
ね
り
か
ふ
た
ひ
ね
り
か
、

何
か
が
足
り
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。 

 

た
だ
、
３
ミ
リ
コ
ン
ト
に
挑
戦
し
始
め
て
か
ら
、

中
日
新
聞
を
読
む
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
事
務

所
で
は
日
本
経
済
新
聞
し
か
と
っ
て
い
な
い
の
で
す

が
、
地
元
密
着
の
新
聞
を
読
む
の
も
良
い
こ
と
だ

な
ー
と
思
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
多

く
投
稿
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
ヘ
タ
な
鉄
砲
も
数
打
ち
ゃ
当
た
る
」
？ 
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業
務
案
内 

（
お
電
話
で
も
メ
ー
ル
で
も 気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
） 

★
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
関
係 

の
手
続
き
及
び
相
談 

★
人
事
・
労
務
管
理
の
相
談
及
び
指
導 

 
 

★
就
業
規
則
・
賃
金
規
程
な
ど
の
作
成
及
び
相
談 

★
給
与
計
算 

 

★
年
金
相
談 

 

★
助
成
金
申
請 

★
建
設
業
の
許
可
申
請 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

給与計算のお知らせ 

 

愛知県の健康・介護保険料率の改正が 

あります。従業員負担は、 

健康保険料率 4.985％→ 4.960％ 

（基本保険料率は、3.095％、特定保険料率は、1.865％） 

介護保険料率 0.79％→ 0.825％ 

４月分給与から変更して下さい。翌月払いと保険

料預りの会社は、３月分からです。  

 

朝散歩に行く神社の参道に枝

ぶりの良いしだれ梅が植えられて

います。毎年、春が楽しみです。 


